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国
労
東
京
運
車
協
議
会
定
期
委
員
会
開
催

東
京
地
方
本
部
は
、
平
成
採
用
者
の
学
習

と
交
流
の
場
と
し
て
第
一
二
回
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ

ン
セ
ミ
ナ
ー
を
七
月
一
七
日
に
地
本
会
議
室
で

開
催
し
た
。

　

主
催
者
あ
い
さ
つ
で
石
井
書
記
長
は
、「
組

織
状
況
で
六
〇
歳
以
上
が
半
数
を
し
め
る
中
、

今
後
の
組
織
強
化
・
拡
大
が
強
く
求
め
ら
れ
て

い
る
。
五
年
ビ
ジ
ョ
ン
の
総
括
も
行
わ
れ
、
国

労
運
動
の
継
承
が
必
要
で
あ
る
」
と
話
さ
れ
た
。

　

続
い
て
労
働
講
座
と
し
て
、
東
日
本
本
部
・

佐
藤
治
執
行
委
員
か
ら
「
決
算
」
に
つ
い
て
、

若
手
組
合
員
の
興
味
深
い
お
金
に
ま
つ
わ
る
話

を
伺
っ
て
き
た
。「
会
社
の
営
業
収
益
、
外
注

化
・
グ
ル
ー
プ
会
社
が
増
え
て
の
人
件
費
が
減

っ
て
い
る
状
況
、
コ
ロ
ナ
渦
の
会
社
状
況
で

は
、
Ｊ
Ｒ
東
海
は
減
便
し
た
が
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
は

減
便
が
少
な
く
赤
字
が
増
え
た
。
特
に
今
年
の
定

期
昇
給
二
号
棒
で
生
涯
年
収
が
一
〇
〇
万
円
減
に

な
る
。
生
活
苦
に
な
る
事
か
ら
本
社
に
申
し
入
れ
、

回
復
を
要
請
し
て
き
た
。
最
後
に
組
織
拡
大
に
つ

い
て
、
東
日
本
本
部
青
年
部
で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取

り
組
み
、
未
加
入
か
ら
組
合
に
興
味
あ
る
な
ど
意

見
が
あ
っ
た
。
引
き
続
き
つ
な
が
り
を
持
ち
続
け

た
い
。
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
新
採
向
け
の
動

画
な
ど
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
活
用
も
行
う
」
と
報
告

さ
れ
、
わ
か
り
や
す
く
講
演
を
い
た
だ
い
た
。

　

全
体
交
流
で
は
、「
働
き
方
改
革
で
、
草
取
り

で
お
金
が
頂
け
る
の
な
ら
良
い
と
言
う
声
が
で
て

い
る
」、「
駅
は
遠
隔
制
御
が
増
え
、
お
客
さ
ま
対

応
で
窓
口
を
占
め
て
対
応
し
て
い
る
状
況
」、「
組

国
労
東
京
運
車
協
議
会
第
一
〇
回
定
期
委
員

会
は
、
七
月
一
一
日
に
南
部
労
政
会
館
で
委
員
定

数
四
四
名
中
、
出
席
二
〇
名
、
委
任
状
一
六
名
で

開
催
し
ま
し
た
。

出
席
委
員
か
ら
は
、
運
転
士
と
車
掌
の
兼
務
、

新
幹
線
警
備
で
警
備
員
に
カ
メ
ラ
を
着
け
た
、
乗

務
密
度
の
増
加
を
防
ぐ
取
り
組
み
、
エ
ル
ダ
ー
出

向
先
問
題
、
貨
物
労
働
条
件
、
委
託
会
社
問
題
、

コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
と
安
全
問
題
な
ど
八
名
か
ら
要

望
・
質
問
が
あ
り
、
組
織
を
大
き
く
し
て
合
理
化

反
対
の
取
り
組
み
を
強
化
し
よ
う
と
意
思
統
一
。

新
役
員
は
、
退
職
に
よ
り
一
名
の
退
任
以
外

は
留
任
を
承
認
し
て
散
会
し
ま
し
た
。

新
役
員

議　

長　

西
尾　

一
登　

松
戸
運
転
連
合
分
会

副
議
長　

相
田　

好
一　

浦
和
電
車
区
分
会

副
議
長　

吉
田　

孝
志　

相
模
原
運
輸
区
分
会

副
議
長　

三
留　

英
一　

新
宿
運
輸
区
分
会

副
議
長　

足
利　

達
也　

さ
い
た
ま
車
掌
区
分
会

副
議
長　

大
石　

聡　
　

大
井
機
関
区
分
会

副
議
長　

平
井　

弘
已　

横
浜
運
輸
区
分
会

事
務
長　

竹
沢　

敏
文　

豊
田
車
両
セ
ン
タ
ー
分
会

　
　
　
　
　
　
　
　

国
労
東
京
運
車
協
議
会
よ
り

織
拡
大
は
難
し
い
が
一
人
の
加
入
を
目
指
す
」、

「
新
採
者
七
名
中
二
名
が
組
合
未
加
入
者
な
の
で

加
入
に
向
け
た
取
り
組
み
を
し
た
い
」、「
新
採
者

へ
の
説
明
会
を
行
っ
て
き
た
が
、
加
入
で
き
て
い

な
い
」
な
ど
の
発
言
あ
っ
た
。

　

最
後
に
宮
下
青
年
部
長
が
、
出
さ
れ
た
意
見

を
ま
と
め
、
第
一
二
回
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
セ
ミ

ナ
ー
を
終
了
し
た
。



その２

東京高裁前で訴える福田弁護士
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っ
て
お
り
ま
し
た
。
イ
ラ
ク
で
は
、
二
〇
〇
四
年

四
月
に
は
高
遠
菜
穂
子
さ
ん
ら
日
本
人
三
人
が
誘

拐
さ
れ
、
同
年
一
〇
月
に
は
日
本
人
旅
行
者
の
香

田
証
生
さ
ん
が
人
質
に
さ
れ
、
無
残
に
も
殺
害
さ

れ
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
、
実
行
犯
は
イ
ラ
ク
か
ら

の
自
衛
隊
撤
退
を
要
求
し
て
い
ま
す
。
二
〇
一
五

年
に
も
シ
リ
ア
で
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
後
藤
健
二

さ
ん
、
自
営
業
の
湯
川
遥
菜
さ
ん
が
殺
害
さ
れ
た

こ
と
か
ら
も
、
も
は
や
『
中
東
の
人
々
の
親
日
感

情
』
が
色
褪
せ
、
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
た
日
本
人

の
命
綱
と
な
り
え
な
い
こ
と
は
明
白
な
の
で
す
」、

「
表
向
き
は
人
道
復
興
支
援
と
さ
れ
て
い
た
、
自

衛
隊
イ
ラ
ク
派
遣
で
す
ら
、
こ
こ
ま
で
リ
ス
ク
が

高
ま
っ
た
の
で
す
。
米
軍
と
自
衛
隊
が
一
体
化
す

る
安
保
法
制
の
リ
ス
ク
は
、
自
衛
隊
イ
ラ
ク
派
遣

の
そ
れ
と
は
比
べ
物
に
な
ら
な
い
ほ
ど
高
い
こ
と

は
確
実
で
す
」、「
中
東
を
め
ぐ
る
情
勢
は
、
私
た

ち
が
安
保
法
制
違
憲
訴
訟
を
提
起
し
た
当
時
と
比

べ
て
も
、
よ
り
大
き
な
リ
ス
ク
を
抱
え
て
お
り
、

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
そ
れ
は
日
本
に
と
っ
て

大
宮
地
区
本
部

宇

都

宮

支

部

安
保
法
制
違
憲
差
止
訴
訟
控
訴
審
第
一
回
裁
判
報
告

二
人
目
の
意
見
陳
述
は
、
戦
場
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
の
志
葉
玲
さ
ん
。

　

志
葉
玲
さ
ん
は
、
東
京
都
生
ま
れ
の
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
で
、原
発
関
係
の
取
材
や
「
週
刊
Ｓ
ｐ
ａ
」、

東
京
新
聞
な
ど
で
記
事
執
筆
活
動
な
ど
を
さ
れ
て

い
る
。
二
〇
〇
三
年
三
月
の
イ
ラ
ク
戦
争
勃
発
直

後
に
は
、
首
都
バ
ク
ダ
ッ
ド
の
ド
ー
ラ
浄
水
場
に

お
け
る
「
人
間
の
盾
」
と
し
て
滞
在
す
る
と
と
も

に
、
イ
ラ
ク
戦
争
を
検
証
す
る
活
動
な
ど
を
行
っ

て
い
る
。

　

志
葉
さ
ん
の
意
見
陳
述
の
一
部
を
紹
介
す
る
。

「
ま
ず
申
し
上
げ
た
い
の
は
、『
日
本
に
対
し
て
現

に
武
力
行
使
が
な
い
、
テ
ロ
の
標
的
と
な
っ
た
事

実
が
な
い
』
と
の
地
裁
判
決
に
対
す
る
異
議
で
す
。

現
場
を
知
ら
ず
、
何
の
恐
怖
も
味
わ
っ
た
こ
と
の

な
い
、
ド
素
人
の
妄
言
だ
と
あ
え
て
言
わ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
」、「
か
つ
て
、
二
〇
〇
四
年
、
イ
ラ

ク
に
自
衛
隊
が
派
遣
さ
れ
た
際
、
現
地
で
取
材
し

て
い
た
私
は
、
命
の
危
機
に
何
度
も
直
面
し
ま
し

た
。
銃
を
持
っ
た
若
者
た
ち
に
取
り
囲
ま
れ
、『
お

前
は
日
本
人
か
？
』『
な
ぜ
自
衛
隊
を
イ
ラ
ク
に

派
遣
し
て
き
た
』
と
罵
倒
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
際

は
、
現
地
で
人
道
支
援
を
行
っ
て
い
る
イ
ラ
ク
人

の
友
人
が
必
至
で
か
ば
っ
て
く
れ
ま
し
た
が
、
そ

う
で
な
け
れ
ば
ど
う
な
っ
て
い
た
か
は
わ
か
り
ま

せ
ん
。
他
に
も
対
戦
車
ロ
ケ
ッ
ト
砲
を
持
っ
た
武

装
勢
力
に
追
い
か
け
ら
れ
た
り
、
私
の
目
の
前
で

外
国
人
記
者
が
誘
拐
さ
れ
た
り
と
、
取
材
中
は
常

に
危
険
が
伴
い
ま
し
た
。
実
際
、
私
が
取
材
し
て

い
た
ま
さ
に
同
時
期
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
橋
田

信
介
さ
ん
と
小
川
耕
太
郎
さ
ん
が
車
で
移
動
中
、

襲
撃
を
受
け
殺
害
さ
れ
る
と
い
う
事
件
が
あ
り
ま

し
た
。
生
存
者
で
あ
る
橋
田
さ
ん
の
イ
ラ
ク
人
運

転
手
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
ま
し
た
が
、
実
行

犯
は
橋
田
さ
ん
の
車
と
並
走
し
、
彼
の
顔
を
確
認

し
て
か
ら
攻
撃
し
て
き
た
、
つ
ま
り
日
本
人
だ
と

確
認
し
て
か
ら
攻
撃
し
て
き
た
と
い
い
ま
す
。
私

は
現
場
周
辺
で
、
取
材
を
行
い
ま
し
た
が
、
住
民

た
ち
は
一
様
に
、『
自
衛
隊
を
派
遣
し
た
日
本
か

ら
の
記
者
だ
か
ら
攻
撃
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
』
と
語

　

交
流
会
は
、
矢
内
副
会
長
の
司
会
で
ス

タ
ー
ト
し
、
主
催
者
を
代
表
し
て
川
中
子

会
長
か
ら
コ
ロ
ナ
禍
で
集
ま
り
等
、
話
し

合
う
こ
と
が
で
き
な
い
中
、
職
場
で
は
休

憩
時
間
も
取
れ
ず
会
社
は
さ
ら
な
る
合
理

化
施
策
と
し
て
要
員
削
減
を
進
め
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
異
常
時
で
の
応
援
体
制
が

無
い
中
、
一
徹
体
制
で
大
変
苦
慮
し
て
い

る
現
状
で
す
。
短
時
間
で
は
あ
り
ま
す
が

意
見
を
出
し
合
っ
て
、
交
流
を
深
め
て
ほ

し
い
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

主
な
発
言

○
Ａ
駅
で
は
、
ホ
ー
ム
ド
ア
（
ス
マ
ー
ト
）

が
故
障
の
場
合
、
社
員
が
対
応
し
て
い
る
。

線
路
内
落
し
物
が
増
え
て
一
時
間
待
た
せ
て

い
る
。
女
性
社
員
も
い
て
設
備
の
共
用
（
風

呂
・
寝
室
）
に
な
っ
て
い
る
。
回
送
列
車
内
、

駅
ト
イ
レ
に
旅
客
が
い
て
警
察
を
呼
ん
だ
。

○
Ｂ
駅
で
は
人
身
事
故
発
生
時
、
一
人
で

対
応
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

○
Ｃ
駅
で
は
六
人
体
制
基
本
一
徹
、（
日

勤
者
い
る
か
ら
）
昼
間
帯
は
難
な
く
、
異

常
時
の
対
応
は
一
人
勤
務
で
は
無
理
が
あ

る
。
車
い
す
対
応
、
線
路
内
落
し
物
、
託

送
依
頼
な
ど
で
休
憩
時
間
が
取
れ
て
い
な

い
。
六
五
才
以
上
の
再
雇
用
は
難
し
い
（
試

験
が
あ
る
）。

○
Ｄ
駅
で
は
助
勤
で
業
務
内
容
が
手
入
力

な
ど
処
理
の
仕
方
が
違
い
、
苦
慮
し
て
い
る
。

ワ
ン
マ
ン
運
転
で
乗
降
客
が
多
い
中
、
学
生

の
通
学
で
混
雑
す
る
の
に
両
数
減
で
は
無

理
。
今
年
中
に
一
徹
に
な
る
話
が
あ
る
。

〇
Ｅ
駅
で
は
一
人
体
制
で
異
常
時
は
大

変
。
拾
得
物
作
業
は
抑
止
し
て
不
安
を
抱
き

な
が
ら
作
業
し
た
。
三
両
編
成
で
は
混
む
の

で
は
な
い
か
。

も
決
し
て
他
人
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
対
日
感
情

の
悪
化
に
よ
る
リ
ス
ク
増
大
は
、
自
衛
隊
の
海
外

で
の
武
力
行
使
を
可
能
に
し
た
、
安
保
法
制
に
よ

っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
の
で
す
。
司
法
も
そ
う
し
た

現
実
を
直
視
し
、
憲
法
に
違
反
す
る
行
為
の
差
止

を
命
じ
る
べ
き
だ
と
、
私
は
強
く
求
め
ま
す
」。

　

意
見
陳
述
は
、
実
体
験
に
基
づ
く
内
容
で
あ
り
、

い
か
に
こ
の
二
〇
年
足
ら
ず
に
「
国
の
か
た
ち
」

が
変
わ
り
、
戦
争
の
危
険
が
目
の
前
ま
で
迫
っ
て

い
る
か
を
如
実
に
物
語
っ
て
い
る
。

控
訴
審
に
対
す
る
第
一
審
の
地
裁
判
決
＝
原
判

決
の
論
理
を
陳
述
の
中
で
痛
烈
に
批
判
し
て
い
る

古
川
（
こ
が
わ
）
健
三
弁
護
士
は
、「『
日
本
が
他
国
、

過
激
派
組
織
等
か
ら
具
体
的
に
武
力
行
使
を
受
け

た
』
場
合
に
し
か
、『
戦
争
や
テ
ロ
攻
撃
の
恐
れ

が
切
迫
し
た
』
と
は
い
え
ず
、
控
訴
人
ら
は
そ
う

い
う
状
況
に
至
ら
な
け
れ
ば
、
生
命
・
身
体
の
危

険
に
対
し
て
、
ま
た
そ
の
危
険
に
伴
う
恐
怖
や
不

安
に
つ
い
て
、
法
的
に
保
護
さ
れ
な
い
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
し
か
し
、
日
本
が
他
国
か
ら
武
力
行

使
の
対
象
と
さ
れ
、
あ
る
い
は
現
実
の
テ
ロ
が
発

生
し
て
か
ら
で
は
、
も
は
や
手
遅
れ
で
あ
る
」
と

裁
判
所
の
論
理
矛
盾
を
喝
破
し
て
い
る
。
し
か
し
、

そ
ん
な
鋭
い
主
張
も
、
高
裁
の
裁
判
官
が
ど
の
よ

う
に
受
け
止
め
る
の
か
で
、
結
論
が
大
き
く
変
化

○
Ｆ
駅
（
新
幹
線
改
札
）
で
は
プ
ロ
パ
ー

を
含
め
女
性
三
、
計
一
〇
名
。
異
常
時
対
応

（
地
震
）
時
、
連
絡
が
取
れ
な
い
状
況
で
あ

っ
た
。
機
械
の
故
障
に
も
ま
と
も
に
対
応
で

き
ず
他
駅
か
ら
の
応
援
で
対
応
し
た
。
勉
強

会
を
開
催
予
定
で
あ
る
。（
異
常
時
・
地
震
等
）

○
Ｇ
駅
で
は
以
前
か
ら
一
徹
体
制
で
出
札

窓
口
営
業
時
は
休
憩
も
取
れ
な
い
。
現
在
は

窓
口
無
し
で
営
業
経
験
な
い
方
は
苦
慮
し
て

い
る
。
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
代
行
の
手
順
が
わ

か
ら
な
い
。
仕
事
が
輻
輳
す
る
と
、
何
を
優

先
す
る
か
経
験
が
な
い
と
わ
か
ら
な
い
。
Ｊ

Ｅ
Ｓ
Ｓ
の
本
体
へ
要
望
書
を
提
出
し
て
頂
き

た
い
。

○
Ｈ
駅
で
は
六
人
体
制
で
全
員
が
エ
ル

ダ
ー
で
す
。
一
徹
体
制
に
な
る
不
安
、
異

常
時
対
応
、
盲
人
（
火
・
水
・
木
）
不
慣

れ
な
お
客
さ
ま
対
応
で
締
め
切
り
作
業
に

支
障
が
出
る
。
休
憩
時
間
の
不
確
保
、
寝

室
不
備
で
寝
ら
れ
な
い
。
会
社
施
策
を
矢

継
早
的
に
課
題
提
出
に
取
り
組
む
社
員
も

い
る
が
グ
ル
ー
プ
名
で
出
し
て
、
改
善
・

提
案
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

ま
と
め
に
つ
い
て

職
場
の
状
況
に
つ
い
て
一
〇
名
の
方
々
か

ら
発
言
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
遠
隔
操
作
の
導

入
と
同
時
に
制
度
・
規
則
の
改
正
、
新
型
券

売
機
へ
の
切
り
替
え
が
進
む
中
、
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｓ

職
場
で
働
く
私
た
ち
の
責
任
と
業
務
量
は
本

体
以
上
の
労
働
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
健

康
面
や
精
神
面
に
影
響
を
与
え
つ
つ
あ
り
ま

す
。
今
後
一
徹
体
制
で
安
全
輸
送
や
サ
ー
ビ

ス
の
低
下
に
つ
な
が
る
要
因
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
連
絡
会
で
は
年
二
回
交
流
会
を
開
催
し

て
き
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
懇
親
会
は
自

粛
と
い
う
こ
と
で
深
い
交
流
が
で
き
な
い
状

況
で
す
。
発
言
に
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
一
人

勤
務
が
推
進
さ
れ
る
中
、
不
安
・
精
神
的
苦

痛
で
働
き
方
改
革
に
逆
向
し
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
状
況
の
中
、
私
た
ち
は
働
き
や

す
い
職
場
・
環
境
整
備
を
進
め
て
不
合
理
性

の
解
消
を
求
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

国
労
宇
都
宮
支
部
よ
り

す
る
。「
す
で
に
戦
争
が
始
ま
っ
て
い
る
か
そ

れ
に
極
め
て
近
い
状
態
」
で
な
け
れ
ば
、「
具

体
的
危
険
」
を
認
め
な
い
と
す
る
一
審
で
の
姿

勢
は
、
竹
中
さ
ん
や
志
葉
さ
ん
が
挙
げ
た
具
体

的
な
事
象
に
目
を
つ
ぶ
る
も
の
で
あ
り
、
国
民

目
線
か
ら
見
れ
ば
あ
り
得
な
い
も
の
。
こ
の
控

訴
審
を
通
じ
て
、
何
と
し
て
も
国
民
の
「
常
識
」

を
裁
判
官
に
理
解
さ
せ
、
原
判
決
を
覆
す
判
決

が
出
さ
れ
る
こ
と
を
切
に
求
め
ま
す
。
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会


